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2024年3月19日、日本銀行はマイナス金利の解除を決めました。2007年以来、17年ぶりに利上げします。預金

金利の上昇、融資コストの増加、経済成長影響、通貨価値の変動が影響するとの予測。

■依頼主様 村山市在住S様 男性29歳、女性：29歳 お子様 4歳・2歳の4人暮らし

No.140

現在は借入無いのですが、融資がNG。過去の情報しか思い当

たる事が無い。どうしたら？？

その後、ハウスメーカー様より

セカンド・オピニオン を紹介、来店

されました。

3.650

珍しいケースの個人情報でした。奥様の個人情報は問題なしでしたが、旦那様の個人情報は昔の借入が記載され

ていますが、間もなく掲載期間が終了するので、クリア可能と判断致しました。一番の問題は現在支払っている

アパートのお家賃です。クレジット決済でしか入居不可な物件でした。現在は正常に家賃を払っていますが、過

去の支払いが悪く【異動情報】が掲載させていました。通常は異動情報は解約後5年間は融資NGです。クレジッ

トを解約をしたら家賃支払いが不可能になります。先ずは家賃のクレジット決済を奥様のカードに変更。その後

に旦那様の家賃で使用しているクレジットカード解約。その経緯、現在の年収、預金実績、奥様のカーローン完

済などの諸条件を精査、金融機関との事前協議を重ねて⇒結果3650万円内諾！

(50歳）

旦那様が転職して2年半、年収も安定。奥様は正社員で勤務5年目。旦那様の借り入れも2年前に全て完済して現
在は預金も出来ている。奥様にカーローンの借入はありますが、自己資金で完済は可能。土地、建物の計画をハ
ウスメーカー様と進め、融資打診をした結果が、NG。何故か？今後はどのように進めればよいのか？ハウスメー
カー様を通じセカンド・オピニオン㈱に相談。個人情報開示より開始。

初期対応
時の状況

解決
方法は
こちら！

セカンド・オピニオンでは、上記のようなご相談も可能です！
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